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 [目的] 食事習慣は、健康状態と密接に関連する。また、性格が健康状態と関連することも指摘されてい
る。しかし、性格と食事習慣との関連についての研究は、未成年を対象にしたものや単変量解析に基づくもの
のみである。本研究の目的は、一般地域住民における、性格と食事習慣との関連を多変量解析に基づいて明ら
かにすることである。 
[方法] 2009年～2011年に実施された掛川コホート研究参加者のうち、身長・体重測定や日本語版 Eysenck 
Personality Questionnaire-Revised (EPQ-R) 短縮版を含む自記式質問票を完答した 30～85歳の 1358人を対
象とした。性格は EPQ-R に基づいて、外向性、非協調性、神経症的傾向、社会的望ましさの 4 項目を評価し、
食事習慣は質問票に基づいて、食べ過ぎ、朝食の欠食、外食の頻度、食べる速さの 4項目を評価した。性格の
4項目の各スコアに基づいて対象者を均等分割し、食事習慣の各項目との関連を、多変量ロジスティック回帰
分析を用いて評価した。 
[結果] 年齢、学歴、配偶者の有無、喫煙の有無、飲酒の有無で補正した。多変量ロジスティック回帰分析、
ボンフェローニの補正を全体・男女別でおこなった。しかし、全体における解析の結果、表 5 に示すように、
男女の交互作用の有意性（P＜0.1）が多くの組み合わせでみられた。そのため、全体の結果は、表 6に示すと
おりであったが、基礎論文では削除した。表 7、表 8に男女別の結果を示した。多変量ロジスティック回帰分
析、ボンフェローニの補正の結果、女性のみで、社会的望ましさと食べ過ぎとの間（オッズ比 0.52、95%信頼
区間 0.36— 0.75）と社会的望ましさと外食の頻度との間（オッズ比 0.44、95%信頼区間 0.29— 0.68）に負の
関連が認められた。男性ではこの傾向はみられなかった。 
[結論] 本研究の結果、性格と食事習慣との関連は、男女で異なっていた。女性において、性格（社会的望ま
しさ）と食事習慣（食べ過ぎ、外食の頻度）との間に負の関連がみとめられた。 
